
 

 

T I T L E : 主振動系の質点数と質量マトリクス外部ファイルの指定

( a 5 ) ( i 5 ) ( i 10 )

5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 5 0 5 5 6 0 6 5 7 0 7 5 8 0

C
O
M
M
E
N
T

 

 

        indx     mt1         mass     

 

 

 

 

  

            indx    : ‘Frame’は平面解析、‘Plane’は捩れ自由度の無い質点系の 3次元解析、‘Cubic’ は捩れを含む 3次元解析 

           Frame, Plane, Cubic のそれぞれに対応して内部の idegree 変数に、１，２，３、が設定される。 

mt1     : 質量マトリクス Mij が格納されているファイルの ft 番号を記入する。mt1 がゼロのときは次ページのデータが mass 枚必要となる。 

            mass    : 主振動系の質点数（必須）、自由度は mass x idegree に設定されるので、Frame 解析で 50 質点の場合は 50 自由度となる。 

     このとき、質量マトリックスは 50ｘ50 となる。Plane 解析で 50 質点のときは、100x100 のマトリックスとなる。  

       

 

 

 

 ◇ 各マトリクスのデータは、次のように予め入力されていること。  

Read(mt1) (hed(i), i=1,128) 

istep = int(sqrt(hed(1))) 

Read(mt1) ((data(i,j),i=1,istep),j=1,istep) 

 

◇ mt1 にゼロが代入されると次ページ以下の質量マトリックスデータが入力されるように自動設定される。 

◇ mt1 が指定されたときは、次ページ以下の質量マトリクスデータは必要でなくなる。 



 

 

T I T L E : 主振動系の質量データの入力

( a 5 ) ( i 5 ) ( f 10.5 ) ( f 10.5 ) ( f 10.5 )

5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 5 0 5 5 6 0 6 5 7 0 7 5 8 0

C
O
M
M
E
N
T

  

 

       indx    mpoint        Mx(i)             My(i)            Iθ(i) 

                 (i) 

 

 

 

 

◇ このカードは mass 枚、必要である。（ massi ≤≤1  ） 

◇ Frame 解析のとき、Mx(i)を記入する。Plane 解析のときは、My(i)も記入する。Cubic 解析のときは、Iθ(i)も記入する。 

◇ mpoint(i) は、これ以降、質点番号を意味する。 

 

  indx      : ‘Point’と記入する。 

         mpoint(i)   : 質点番号。（この欄には１から mass までの番号が入力される。） 

          Mx(i)       : x 方向の質量(ton)を入力する。 

     My(i)       : y 方向の質量(ton)を入力する。 

     Iθ(i)       : r 方向（捩れ）の回転慣性(ton cm2)を入力する。 

              質量マトリクスは次の形で生成される。 

 

 

  

 

 ◇ このカードは、前ページで mt1 が指定された場合は不必要である。 
















=

θI
My

Mx
M



 

 

T I T L E : 減衰部材の入力

( a 5 ) ( i 5 ) ( i 10 ) ( i 10 )

5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 5 0 5 5 6 0 6 5 7 0 7 5 8 0

C
O
M
M
E
N
T

 

 

     indx     mt2        member1          member2 

 

 

 

 

 

indx : ‘Dampn’を記入する。 

 mt2  :  減衰マトリクスの Cij の格納されているファイルの ft 番号を指定する。 

  マトリックスのデータ書式は質量マトリクスに同じ。 

     member1 : 内部粘性部材数 

     member2 : 外部粘性部材数 

 

                                                       

◇このカードで、mt2 に ft 番号が指定されていても、内部粘性部材と外部粘性部材 

を member1,2 によって追加することができる。 

 ◇mt2 番号がゼロのときは、外部入力ファイルから減衰マトリクスを入力しない。 

mpoint1 

mpoint2 

mpoint3 

C1 

C2 

C3 

[Example] 内部粘性部材は C２であり、
member1は１、外部粘性部材は C1,C3であり、
member2は２となる。 



 

 

T I T L E : 内部粘性減衰部材の入力

indx ip iq cdamp

( a 1 ) ( i 5 ) ( i 10 ) ( f 10.5 )

5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 5 0 5 5 6 0 6 5 7 0 7 5 8 0

C
O
M
M
E
N
T

 

 

 

 

 

 

 

 

        ip     : i 端 （ mpoint  を示す。） 

        iq     : j 端 （ mpoint  を示す。） 

        cdamp  : 減衰係数（tonf/kine）を代入する。 

 

    ◇indx  は下表に従って、解析方向を入力する。(Plane 解析と Cubic 解析を指定した場合) 

       indx :  ‘x’ (x 方向) （Frame 解析のときは、‘x’またはプランク） 

           ‘y’ (y 方向)  

           ‘r’ (回転方向)  

 

 

 

 

 

 

 

        ◇ このカードが、member1 枚必要である。 



 

 

T I T L E : 外部粘性部材の入力

5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 5 0 5 5 6 0 6 5 7 0 7 5 8 0

C
O
M
M
E
N
T

  

 

    indx      ip           cdamp 

       (a1)     (i5)        ( f10.5 ) 

  

 

 

 

 

         ip  : 減衰力の作用する質点番号 

     cdamp : 減衰係数（tonf/kine） 

 

        ◇indx  は下表に従って、解析方向を入力する。(Plane 解析と Cubic 解析の場合) 

       indx :  ‘x’ (x 方向) （Frame 解析のときは、‘x’またはブランクとする。） 

           ‘y’ (y 方向)  

           ‘r’ (捩れ方向) 

 

 

 

 

 

 

 

    ◇ このカードが member2 枚必要である。 



 

 

T I T L E : 剛性部材の入力数

( a 5 ) ( i 5 ) ( f 10.5 ) ( f 10.5 )

5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 5 0 5 5 6 0 6 5 7 0 7 5 8 0

C
O
M
M
E
N
T

 

 

    indx     mt3        member1           member2 

 

 

 

 

 

 indx : ‘Stiff’と記入する。 

 mt3  : 剛性マトリックス Kij の格納されているファイルの ft 番号を記入する。 

         member1  :  せん断バネの個数を記入する。 

         member2  :  接地バネの個数を記入する。 

 

◇ mt3 がゼロの場合は、外部剛性マトリックスファイルを参照しない。 

◇ mt3 が指定された場合でも、member1,2 を指定することで剛性部材を追加すること 

ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

mpoint1 

mpoint2 

mpoint3 

K1 

K2 

K3 

K4 

[Example]  
せん断バネは、K1,K2   ‐‐‐‐‐ 2個 
接地バネは、 K4,K3   ‐‐‐‐‐ 2個 



 

 

T I T L E : せん断バネの入力

5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 5 0 5 5 6 0 6 5 7 0 7 5 8 0

C
O
M
M
E
N
T

 

 

    indx      ip           iq              stiff 

       (a1)     (i5)        ( i10 )         ( f10.5 ) 

 

 

 

 

        ip     : i 端 （ mpoint  を示す。） 

        iq     : j 端 （ mpoint  を示す。） 

        stiff  : バネ定数（tonf/cm）を代入する。 

 

    ◇indx  は下表に従って、解析方向を入力する。(Plane 解析と Cubic 解析の場合) 

       indx :  ‘x’(x 方向) （Frame 解析の場合は、‘x’またはブランクとする。） 

           ‘y’(y 方向)  

           ‘r’(回転方向) 

 

 

 

 

 

 

 

        ◇ このカードが、member1 枚必要である。 



 

 

T I T L E : 接地バネ定数の入力

5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 5 0 5 5 6 0 6 5 7 0 7 5 8 0

C
O
M
M
E
N
T

 

 

       indx      ip         stiff 

       (a1)     (i5)       ( f10.5 ) 

 

 

 

 

         ip     : i 端 （ mpoint を示す。） 

        stiff  : バネ定数（tonf/cm）を代入する。 

 

    ◇indx  は下表に従って、解析方向を入力する。(Plane 解析と Cubic 解析の場合) 

       indx :  ‘x’ (x 方向) （Frame 解析のときは、‘x’またはブランクとする。） 

           ‘y’ (y 方向)  

           ‘r’ (回転方向) 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ◇ このカードが、member2 枚必要である。 



 

 

T I T L E : 外力とフィードバック量の定義

5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 5 0 5 5 6 0 6 5 7 0 7 5 8 0

C
O
M
M
E
N
T

 

 

          Excit             Feedback          Method           Linear 

           (a4)              (a8)              (a7)              (a9) 

 

 

 

 

          Excit : 外力種類を選択する。 

         地震時：‘grnd’ 

                  強風時：‘wind’ 

          Feedback : フィードバック量の種類を選択する。 

         相対量フィードバック：‘relative’ 

                  絶対量フィードバック：‘absolute’ 

  Method  : 解析方法を選択する。 

  ルンゲクッター法：‘R-Kutta’   (精度が比較的高いが、大型のマトリクスの場合は収束性が保証されない。時間刻みを細かくする。) 

  平均化速度法  ：‘Average’ （構造物の振動特性によらずに安定に解析できる。時間刻みを細かくすると精度が向上する。 

                ただし、非線形の解析の場合は逆行列を計算しなければならないので計算時間が増大する。） 

  （ヒント：絶対フィードバックを用いない場合は、ルンゲクッタ法による解析で時間刻みを細かくするほうが解析時間が少ない。） 

   Nonlinear  : 非線形解析を選択する。デフォルトで線形解析を選択する。 

  線形解析 ：‘ ’ブランク（通常の線形解析、外力データページ以降の非線形データを入力する必要はない。） 

  非線形解析：‘Nonlinear’（装置出力の制限などを入力する。外力データ以降の非線形データを入力する。） 

 

◇ 解析方法は自由に選べるが、非線形解析の場合は相対量フィードバックとルンゲクッタ法の組み合わせが最も効果的である。 



 

 

T I T L E : AMDとアクティブ部材の入力

( a 5 ) ( i 5 )

5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 5 0 5 5 6 0 6 5 7 0 7 5 8 0

C
O
M
M
E
N
T

 

 

        indx    idim2 

         

 

 

 

 

          Indx  : ‘Activ’と記入する。 

     Idim2 :  設置する AMD の台数。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ このカードで、idim2=0 のときは、AMD 関連の全てのデータが不要である。 

◇ 次のカードが、idim2 枚必要である。 



 

 

T I T L E : AMD装置の基本データの入力

5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 5 0 5 5 6 0 6 5 7 0 7 5 8 0

C
O
M
M
E
N
T

 

 

    ind     point        amdm             amdc              amdk               nx                ny              lx                 ly 

        (a3)    (i5)         (f10.5)          (f10.5)          (f10.5)           (f10.5)          (f10.5)          (f10.5)           (f10.5) 

 

 

 

 

          ind    :         AMD 装置設置位置種類 bld または amd  (建物に設置するときは bld、AMD の上に設置するときは amd) 

          point  :         AMD 装置設置位置番号 ind が bld のとき、建物質点番号 

                                             ind が amd のとき、AMD 番号 

     amdm   :         AMD 装置の質量(ton) 

          amdc   :         AMD 装置の減衰定数(tonf/kine) 

          amdk   :         AMD 装置の剛性（tonf/cm） 

          (nx,ny) :        AMD 作用方向単位ベクトル 

     このデータは解析条件が‘Plane’と（‘Cubic’のとき 

    必須である。 

     (lx,ly) :        AMD 装置の建物重心からの偏心距離（cm）  

    このデータは解析条件が‘Cubic’のとき必須である。 

 

                          

 

 

◇ このカードは、idim2 枚必要である。 

AMD 

作用方向  

AMD設置  

ポイント 

建屋質点  
xl

yl xn

yn

y y

x

x



 

 

T I T L E : アクティブブレース部材の入力

( a 5 ) ( i 5 )

5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 5 0 5 5 6 0 6 5 7 0 7 5 8 0

C
O
M
M
E
N
T

 

 

 

indx    idim8 

 

 

 

 

 

 indx  : ‘Brace’と記入する。 

 idim8 : アクティブブレース部材の総数。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇次のカードデータが idim8 枚必要。 



 

 

T I T L E : アクティブブレースのデータ入力

5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 5 0 5 5 6 0 6 5 7 0 7 5 8 0

C
O
M
M
E
N
T

 

 

 ind ip     jp 

 (a5) (i5)    (i10) 

 

 

 

 

 ind   : アクティブ部材の接続ポイントを示す。 

        ‘x’ : X 方向に接続している。 

        ‘y’ : Y 方向に接続している。 

        ‘ ’ : Frame 解析の場合は、ブランクでも構わない。 

 

        ip     : アクティブ部材の iポイント 

    iq     : アクティブ部材の jポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇ このカードは、idim8 枚必要である。 



 

 

T I T L E : AMDおよびアクティブブレースのフィードバックデータ

5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 5 0 5 5 6 0 6 5 7 0 7 5 8 0

C
O
M
M
E
N
T

 

 

           ifeed 

           (i10) 

 

 

 

 

           ifeed : AMD(i),またはアクティブブレース(i) に必要なフィードバック量の総数 

 

◇ パッシブの動吸振器の場合はゼロを入力する。油圧ダンパなどのパッシブブレースのときもゼロを入力する。 

◇ このカードから「フィルター係数の入力（２）」までのカードが(idim2+idim8)組、必要である。 

◇ このカードの組は、AMD が複数個設置されているときには、AMD 番号順に記入する。 

◇ アクティブブレースは、AMD データを全て入力した後に、アクティブブレースの番号順に記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

T I T L E : フィードバックポイントの指定

5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 5 0 5 5 6 0 6 5 7 0 7 5 8 0

C
O
M
M
E
N
T

X 　方向

Y　方向

q　方向

平面解析

A　M　D

地　　動

 

 

    name     point       iorder            gain  

       (a5)     (i5)        (i10)             (f10.5) 

 

 

 

          name  :  フィードバックポイントの指定。（下表参照） 

     point : フィードバックする建屋の質点番号、または、AMD 番号。（地動のフィードバックの時は指定する必要が無い。） 

      iorder : フィルターが無いときはゼロ。フィルターが有るときは、伝達関数の次数。 

     gain  : フィルターが無いときは、フィードバックゲインそのもの。フィルターが有るときは、bo の値。（次ページ参照） 

◇ 非線形解析であるため、解析上の都合により計算速度を優先した。そのため、加速度のフィードバックを用いることが 

できない。この点が、Fish3 のプログラムと異なるので注意すること。 

           

 

                                                  加 速 度    速  度     変  位  

 

          建 

    

          屋 

vblx_ dblx_

vbly _ dbly _

vblr _ dblr _

vbld _ dbld _

vamd _ damd _

vgryvgrx _,_ dgrydgrx _,_

ablx _

ably _

ablr _

abld _

aamd _

agryagrx _,_



 

 

T I T L E : フィルター係数の入力(1)

5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 5 0 5 5 6 0 6 5 7 0 7 5 8 0

C
O
M
M
E
N
T

 

 

      a1                a2                a3                a4               a5 

          ( f10.5 )        ( f10.5 )         ( f10.5 )         ( f10.5 )        ( f10.5 ) 

 

 

 

 

            ai (I=1,2,3,…….,iorder) : フィルター分母の係数。 

 

 

                                           例  iorder=3 の場合 

 

 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

     ◇ このカードは、iorder 分必要である。 

32
2

1
3

32
2

1
3

)(
asasas
bsbsbsbsG o

+++
+++=



 

 

T I T L E : フィルター係数の入力(2)

5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 5 0 5 5 6 0 6 5 7 0 7 5 8 0

C
O
M
M
E
N
T

 

 

             b1               b2                b3               b4                b5 

          ( f10.5 )        ( f10.5 )         ( f10.5 )        ( f10.5 )         ( f10.5 ) 

 

 

 

 

     bi (i=1,2,3,4,……..,iorder) :フィルター分子の係数。全ページの例を参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇ 「AMD およびアクティブブレースのフィードバックデータ」からこのカードまでの組が、(idim2 + idim8)組必要である。 



 

 

T I T L E : 外力の入力

5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 5 0 5 5 6 0 6 5 7 0 7 5 8 0

C
O
M
M
E
N
T

 

 

       mt             factor            istep             dt               ncut  

           (i10)            ( f10.5 )         (i10)            ( f10.5 )          (i10) 

 

 

 

 

          mt       : 地震波などの外力が格納されている外部入力ファイルの ft 番号。 

     factor   : 外力ファイルに乗ずる倍率 

     istep    : 計算に用いる外力のステップ数。（データ長よりも小さくなくてはならない。） 

     dt       : 時間刻み（sec） 

     ncut     : 分割計算数（ルンゲクッター法で計算するときに、繰り返し計算が収束するまで大きくする。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 外力として地震を詮索した場合は内順１から６に X方向加速度、速度、変位、Y方向加速度、速度、変位、の順に入力し、単位は gal,kine,cm とする。 

◇ 外力として風を選択した場合は、外力を質点数分用意し、X方向質点１、２、３、 Y 方向１，２，３、、、、  

回転方向１，２，３、、、、の順に入力し、単位は(tonf)とする。 



 

 

T I T L E : 出力制限するアクティブ装置の数

( i 10 )

5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 5 0 5 5 6 0 6 5 7 0 7 5 8 0

C
O
M
M
E
N
T

 

 

      limit2 

 

 

 

 

 

 Limit2 : 出力制限する AMD 制御出力または、アクティブブレースの数。 

 

◇解析パラメータの設定で、非線形解析を選択したときはこのデータを入力しなければならない。このデータでゼロを入力すると 

結果として線形解析と等しくなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇次のカードが limit2 枚必要。 

 



 

 

T I T L E : 出力制限するアクティブ装置の制御力パラメータ

( a 5 ) ( i 5 ) ( f 10.5 )

5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 5 0 5 5 6 0 6 5 7 0 7 5 8 0

C
O
M
M
E
N
T

 

 

 

   ind   lmt3          lmt4 

 

 

 

 

 

 ind:  ‘limit’→ 制御出力の上限値を与える。 

  ‘n-buf’→ 制御力の正の値のみ出し、かつ、上限値を与える。 

  ‘p-buf’→ 制御力の負値のみ出力し、かつ、下限値を与える。 

 

lmt3: 出力制限する AMD 制御出力（AMD 番号）または、アクティブブレース（装置番号） 

 lmt4: 制御力の制限値。単位は(tonf)で与える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

T I T L E : 出力ファイルの指定

5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 5 0 5 5 6 0 6 5 7 0 7 5 8 0

C
O
M
M
E
N
T

 

 

    File     mt           iprint  

       (a4)    (i6)         (i10) 

 

 

 

 

 File:  この欄には、‘File’と記入する。 

         mt : 外力ファイル番号（出力するデータを格納するファイルの ft 番号を記入する。） 

    iprint : 出力点の数（質点１，２，７、と AMD1 ならば、４点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇ 次のカードが、iprint 枚必要である。 



 

 

T I T L E : 出力質点の指定

5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 5 0 5 5 6 0 6 5 7 0 7 5 8 0

C
O
M
M
E
N
T

 

 

    ind      ipt 

        (a5)     (i5) 

 

 

 

 

         ind   :   bld_x  建屋 X 方向応答値 

          bld_Y  建屋 Y 方向応答値 

          bld_r 建屋回転方向応答値 

          amd    AMD 応答 

          act    アクティブブレースの駆動装置応答（ストローク、制御力、スピード、パワー） 

    または、AMD 用アクチュエータのストローク、制御力、スピード、パワー（建屋に対する相対値を出力する。） 

 

     ipt   :   建屋質点番号、AMD 番号、またはアクティブブレース番号 

 

 

 

 

 

 

 

     ◇ このカードは、iprint 枚必要である。 


